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環 境 方 針 

 
「 基 本 理 念 」 

 株式会社サンエムの目指すものは、資源の有効活用をはじめとする地球環境の 

保護。 サンエムは美しい地球を、美しい自然をそのまま次世代に残したいと願 

っております。 この願いをカタチにするためサンエムは社会環境の保全に役立 

つ廃油のリサイクル事業を通して、さらなる技術開発を進め、経済の発展と自然 

の調和も追求して、美しい地球・地球環境を守っていきます。  この実現のた 

めに、次の通り行動指針を定めて取組みます。 

「 行 動 指 針 」 
1.  株式会社サンエムは、環境関連の法規制及びその他の要求事項を遵守します。 

2.  株式会社サンエムは、産業廃棄物である廃油等の収集運搬、並びに中間処理・

再生油生成及び再生油販売業務において環境保全の重要性を認識し、全ての活動

を通じて環境負荷の低減に努め、継続して推進します。 当社から排出する産業

廃棄物は、処理委託先においてエマルジョン燃料及び固形燃料化し、その再生利

用を図り「ゼロエミッション」に努めます。 特に以下の項目を環境マネジメン

ト重点テーマとして取り組みます。   

(１) 車輌燃料・電力・水の使用量の削減及び産業廃棄物排出量の削減。 

(２) 施設周辺の環境美化、騒音軽減、水質汚濁防止。 

3.  この環境方針は全従業員に周知徹底し、環境意識の向上に努めます。 

4.  この環境方針は一般に公表します。 

5.  この環境方針は定期的に見直しを行います。 

                          平成１９年３月２１日（見直し） 

                       株式会社サンエム 

                      代表取締役   



　１．事業活動の概要

　１）事業所名及び代表者名

　　　　株式会社　サンエム

　　　　代表取締役社長　　谷口　幸三

　２）所在地

　　　　兵庫県宍粟市山崎町田井６３１－１

　３）創業・資本金・従業員数

　　　　創業：　平成９年４月１日　　　資本金：　１,０００万円　　　従業員数：　１1名

　４）環境保全関係の責任者及び担当者連絡先

　　　責任者　：　取締役業務部長　　　稲田幸夫

　　　担当者　：　環境管理事務局　　取締役業務部長　稲田　幸夫

　　　連絡先　　電話　　０７９０（６２）１９９６

　５）事業内容

　　　・産業廃棄物収集運搬業　（廃油・汚泥）

　　　・産業廃棄物中間処理業　（廃油）

　　　・再生油販売業

　　　・タンク清掃・流出油処理

　　　・ミネラルウオーター販売

　６）事業規模

2004 2005 2006 2007 2008 2009 単位

5,275 5,003 3,938 4,002 4,341 4,521 KL

5,358 5,149 4,876 5,047 4,805 4,886 KL

172 166 165 203 217 178 百万円

9 10 10 11 11 10 人

3,058 3,058 3,058 3,058 3,058 3,058 ㎡

11 11 12 12 11 10 台

4 4 4 4 4 4 基

3 3 3 3 3 3 基

収集運搬及び中間処理量

売上高

従業員数

｝ 今回のＥＡ活動をベースにして展開を図り、
次回更新時に審査対象事業に追加の予定

活動規模　　　　　　　　　　年度

総製品生産量

本社工場敷地面積

タンクローリー等作業車輌

原料・製品タンク

自動遠心分離機



許可の内容
事業計画の概要 事業の範囲 許可番号 許可年月日 有効年月日 自治体名

産業廃棄物中間処理業 　廃油 第０２８２６０４９９２７ Ｈ１７年８月１０日 Ｈ２２年８月９日 　兵庫県

廃油 第０２８０６０４９９２７ Ｈ1９年９月１７日 Ｈ２４年９月１６日 　兵庫県

廃アルカリ 第７００２０４９９２７ Ｈ1９年８月２５日 Ｈ２４年８月２４日 　姫路市

産業廃棄物収集運搬業 金属くず 第６９０００４９２７ Ｈ1９年１０月１５日 Ｈ２４年１０月１４日　神戸市

廃プラスチック類 第９９０６０４９９２７ Ｈ１９年９月１７日 Ｈ２４年９月１６日 　西宮市

汚泥 第７１０９-０４９９２７ Ｈ1９年９月１８日 Ｈ２４年９月１７日 　尼崎市

産業廃棄物収集運搬業 廃油・汚泥・廃アルカリ 第２７０００４９９２７ Ｈ１６年７月６日 Ｈ２６年７月５日 　大阪府

第６６０００４９９２７ Ｈ１６年７１２日 Ｈ２６年７月１１日 　大阪市

産業廃棄物収集運搬業 廃油 第６８０００４９９２７ Ｈ１６年７月２日 Ｈ２６年７月１日 東大阪市

第６７０００４９９２７ Ｈ１６年７月１日 Ｈ２６年６月３０日 　　堺市

廃油・汚泥・廃アルカリ

廃プラスチック・金属屑

特別管理 第０２８５６０４９９２７ Ｈ１９年６月５日 Ｈ２４年６月４日 　兵庫県

産業廃棄物 廃油　（揮発油類） 第７０５２０４９９２７ Ｈ１９年６月１日 Ｈ２４年５月３１日 　姫路市

収集運搬業 第６９５００４９９２７ Ｈ１９年５月３０日 Ｈ２４年５月２９日 　神戸市

廃油回収車
年　式 有効期間の満了する日

１２ＫＬタンクローリー 平成１６年
６ＫＬバキュームローリー 平成1２年
６ＫＬバキュームローリー 平成1４年
５ＫＬバキュームローリー 平成２０年
４ＫＬバキュームローリー 平成２２年
３Ｔダンパー 平成　９年
３Ｔダンパー 平成１８年

主な施設
処理施設の種類 廃棄物の種類 処理能力 処理方式
油水分離機 （　Ｉ　Ｈ　Ｉ　） 　廃油 ５５㎥/日　（連続9時間）横型遠心分離
油水分離機 （　Ｉ　Ｈ　Ｉ　） 　廃油 ４０㎥/日　（連続9時間）横型遠心分離
油水分離機 （三菱化工機） 　廃油 ５３㎥/日　（連続9時間）立型遠心分離

廃　油　処　理　工　程　図

（ゼロエミッションを目指す）
廃棄物処理料金　　現物・性状確認後見積りを作成し、料金を提示する。

Ｈ１８年１１月１０日

　重質油（3.9％）

平成22年8月24日
平成23年6月3日

平成23年4月22日

　軽質油（96％）

産業廃棄物収集運搬業 Ｈ２３年１１月９日

　スラッジ（0.1％）

石灰会社

セメント会社

製紙会社

　鳥取県

受入（100％） 遠心分離

第３１０１０４９９２７

平成23年2月11日
平成22年12月12日
平成22年12月19日

平成24年5月16日

再生燃料油

エマルジョン燃料化

固形燃料化



株式会社サンエム　　　環境経営システム組織図

住所：　　　　　兵庫県宍粟市田井６３１－１ 　代表者

関連事業所：　なし 谷口幸三

活動：　　　　　産業廃棄物収集運搬業務 　　環境委員会

　　　　　　　　　産業廃棄物中間処理業務

　　　　 　　　　 再生油販売業務

　環境管理責任者 　　環境事務局

稲田幸夫 　　　福田　滋

　　　岸根宇多子

事務部 営業部 業　　　務　　　部 　　製造部

　（第１課） 　（第２課） 　（第３課）

　岸根宇多子 　　岡田吉夫 　曽我範夫 　大倉章宏 　福本隆博 　　福田　滋

　川崎高広 　坂東博司

大久保義範

環境経営システム組織の役割・責任・権限

社　　　　　　長 　・　 環境経営に関する総括責任

　・　 環境経営システムの実施及び管理に必要な人、設備、費用、時間を用意

　・　 環境管理責任者の任命

　・　 環境方針の策定・見直し及び全従業員への周知

　・　 環境目標の承認

　・　 全体の評価と見直しの実施

環境管理責任者 　・　 環境経営システムの構築・実施・管理

　・　 法規制等の要求事項登録簿の承認

　・　 環境活動実施計画書の承認

　・　 環境活動実取組み結果を代表者へ報告

環境委員会 　・　 環境目標達成度の相互チェック

　・　 環境目標達成のための具体的提言

環境事務局 　・　 環境管理責任者、ＥＡ２１推進会議の事務局

　・　 環境への負荷の自己チェック及び環境への取組みの自己チェックの実施

　・　 「環境関連法規等チェックリスト」の作成

　・　 環境目標・環境活動実施計画書原案の作成

　・　 環境活動実施計画の実績集計

　・　 環境関連の外部コミュニケーションの窓口

部　　　　　　門 製造 ＣＯ２削減に向け、電力使用量削減に努める。使用水量の適正化を図る

業務 ＣＯ２削減に向け、経由使用量削減を意識した効率運行に努める

営業 ＣＯ２削減に向け、軽油使用量削減を意識した効率運行に努める

事務 電力・水・紙等の使用量削減を図る。環境関連資料・データを全員に配布する

全　従　業　員 　・　 環境方針を理解し、環境への取組みの重要性を自覚する

　・　 決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加



様式　４－０１ 承認 確認 作成

社長 環境管理責任者 事務局

環境方針 責任部門 基準値

（キーワード） 責任者 基準年度

製造部 11.2　ｋＷｈ 目標

福田滋 ２００８年度

（ｋＷｈ） （ＫＬ）

業務部 12.６ L
福本隆博 ２００８年度

（L) (KL)

全部門 340,941
稲田幸夫 （ｋｇ－CO２）

２００８年度

営業部 54.0　 L
福本隆博 ２００８年度

（L) （ＫＬ）

製造部 946　㎥
福田滋 ２００８年度

手段

事務 目標

岸根宇多子 手段

製造部 目標

福田滋 手段

製造部 目標

福田滋 手段

温室効果ガ
スの削減

軽油・重油・ガソ
リン・IPGの使用

量削減

目標

達成
手段

 79.1 L　（目標）

年3回敷地内と周辺の草刈
（実績）

専門業者による定期的検
査（実績）

稼動中、工場シャッターを
できるだけ閉める

12.6　L（実績）

16.3 ｋＷｈ（実績）

冷暖房温度の再設定

12.6　L(実績）
12.４　L（目標）12.5　Ｌ（目標）

79.0　Ｌ(目標）
54.0　L（実績）

11.2　ｋｗｈ（実績）
節電運動の展開

良質廃油の回収

低燃費車に更新1台

340,941(kg-CO2)実績
337,532（ｋｇ－CO２）/年目標

運転経路の効率化

1,512　M3　（目標）
976　 M3  （実績）

２００９年度

専門業者による定期的検査

常時シャッターを閉める

草刈に加えて、溝掃除 草刈・溝掃除継続

専門業者による定期的検
査            （実績）

専門業者による定期的検査
自主検査毎日（透明度・臭い）

工場稼動の効率化

22.2  L （実績）

定期チェック

対基準値　△2.0％
エコドライブ運転の展開

運転経路の効率化
生産量の効率化

常時シャッターを閉める

60.2（実績）
53.46　Ｌ(目標）

927　㎥（目標）

草刈・溝掃除継続

334,122（ｋｇ－CO２）/年目標

節水運動の展開
漏水チェック

常時シャッターを閉める

960　㎥（目標）
946　㎥（実績） 2,156㎥(実績）

972　㎥（目標）

雨水の利用
節水運動の展開

漏水チェック

年 度 目 標  ・  達 成 手 段

20210年度（22年度）目標

10.75　ｋｗｈ　（目標）

節電運動の展開

2009年度(21年度)目標2008年度（２０年度）実績2007年度(19年度)実績

目標

10.4　ｋｗｈ（実績） 対基準値　△4.0％

13.4　L（実績） 対基準値　△2.0％

節電運動の展開

工場稼動の効率化
12.４７L　(目標）

運転経路の効率化

対基準値　△２.0％
省資源

水資源投入量
の削減

（上水・井戸水）

周辺美化 美化・衛生

水質汚濁防
止

騒音緩和

汚濁水流出の
防止

騒音規制

工場稼動の効率化

生産量の効率化

12.35L　（目標）

冷暖房温度の再設定

低燃費車に更新1台

379.115（kg-CO2）実績

エコドライブ運転の展開
運転経路の効率化

環境目標維持管理設定書

軽油使用量/廃油回収量

達成
手段

達成
手段

目標

エコドライブ運動の展開

作成日：　17　年　12　月　21 日　 改訂日：　21　年　3　月　21 日

16.3　ｋＷｈ（目標）

エコドライブ運動の展開エコドライブ運動の展開

良質廃油の回収

省ｴﾈﾙｷﾞｰ

廃油回収量当り
の軽油使用量

削減

52.92　L（目標）

運転経路の効率化

対基準値　△2.0％
良質廃油の回収

冷暖房温度の再設定

環境目標項目

10.98　ｋＷｈ（目標）
生産量当りの
電力使用量

削減

廃棄物削減

廃油回収量当り
の産業廃棄物

削減
（廃油・スラッジ）

目標

達成
手段

争廃棄物/廃油回収量

電力使用量/製品販売量

16.5 ｋＷｈ(目標）



２．2009年度環境目標取組みの結果

　様式２－０２「環境への取組みの自己チェックリスト」（2005年度調査）の結果から、

当社の業務に関係する環境負荷の主なものは総エネルギー投入量、総廃棄物投入量、

水資源投入量、温室効果ガス排出量、廃棄物等総排出量及び総排水量が該当する。

よって、以下の項目について環境負荷の軽減に取組んだ。　　なお、数量的な把握は

困難ながら、環境維持の観点から、美観・騒音・水質についても取組んだ。

①総エネルギー投入量

　総エネルギー投入量について、当社の場合特にＣＯ２削減に関連して軽油の使用量と

電力使用量が問題になるが、それらは概ね仕事量（製品生産量・廃油回収量）がその

まま反映されるので、一概に電力・軽油の削減を追求することには困難な面もある。　

効率的な車の運行と、効率的な工場稼動が主眼となる。　特に車の運行に関しては

他社との廃油回収競争を避けるため、０６年１０月より営業専門職を置き、回収先との

密接な関係を構築することに務め、契約書による取引を進めた結果、徐々に効果が

出てきている。  ただ、遠方の納入先の注文が多いと、どうしてもよい結果は出ない。

②総物質投入量

　回収した廃油が総物質投入量の殆どである。

③廃棄物排出量

　廃油を油水分離して再生油を取った後に残る「廃油」「スラッジ」が産業廃棄物で、

それらはともに他社において助燃材として再利用されている。従って排出量の多少

や増減は大きな問題ではない。自社でリサイクルしエマルジョン燃料化の計画を進

めて、廃棄物排出ゼロを目指す。

④水資源投入量

昨年８月に、水害のために３ヶ月間は水使用量が大幅に増えているが、他の月は

削減目標に近い数値が出ている。来期には水道メーターを増やして更に使用量の

削減に努める。

⑤構内及び周辺の美化　・　騒音規制　・　汚濁水流出防止

周辺美化と汚濁水流出チェックにはこれまで同様定期的に取組み、良好な結果を

出した。

騒音・振動の対策は、これまでと同様に工場のシャッター及び扉を閉める。



３．２00９年度　環境目標達成活動の実績

１）総エネルギー投入量、温室効果ガス排出量削減　　　

　　（１）電力の抑制 基準 １１．２　ｋＷｈ　（製品生産量　1ＫＬ当り）

　　①製品生産量当りの単位電力量の削減（効率よい生産）目標 １０．９８　ｋＷｈ　（１．０％減））

　　②室内空調は夏は２８度±１度、冬は２２度±１度とする実績 １０．５３　ｋWh 達成率 ：　１０４．３%

　　③昼休みの照明消（減灯） １０．９８ｋＷｈ以下月が年度前半達成していたが。１２

月以降は目標値を超える月が続いた。

暖房の設定温度と工場の生産効率を図る。

　　（２）車輌燃料の効率化（軽油使用量の削減） 基準 １２．６Ｌ　（廃油回収量　1ＫＬ当り）

　　①アイドリングをせず、アクセルむらのない運転 目標 １２．４７Ｌ　（１．０％減）　

　　②社用車の効率的な配車と運行ルート 実績 １３．４Ｌ 達成率 ：　９８．０%

年度前半は目標達成の月が多かったが、後半は

達成できてない月が多かった。　

今後は契約書による取引を進めて無駄な競争を

避け、効率よい車の運行を図る。

　　（３）温室効果ガスの削減 基準 340,941（kg-CO2)/年目標

（軽油・重油・ガソリン・LPGの使用量削減） 目標 337,532（kg-CO2)/年目標

実績 339,115（kg-CO2) 達成率 ：　９９．５％

今年から温室効果ガスの削減目標を掲げた結果、目

標までには後僅かであった。

今後も回収効率と生産効率を上げる努力をする。

　　（４）産業廃棄物排出量削減 基準 ５４．０Ｌ　（廃油回収量　１ＫＬ当り）

　　①不良廃油は極力持ち込まない。 目標 ５３．４６L　（1.0％減）

実績 ６０．２Ｌ 達成率 ：　８８．８％

このまま維持管理に努める。

今後、自社で補助燃料（エマルジョン化）出来る様に

努力して行く。

２）水資源投入量削減 基準 ９４６㎥
　　①デカンターの洗浄水は、流量・時間を最小限にする 目標

　　②こまめに節水する 実績 達成率 ：49.1％

　　③使用水の再利用 目標には達成しなっかたが、水害の影響（1200㎥）

が大であり、今後も節水に努める

３）その他 年３回、敷地周辺の美化活動を実施した。

　　①環境に配慮した作業（騒音緩和・汚濁水流出防止） 業者による放流口水質検査を9月と3月に実施した。

　　②敷地内及び周辺の環境美化につとめる。 n-へキサンは０．５/Ｌ以下で、ＢＯＤ・ＣＯＤはともに

０．００４ｇ/Ｌを超えていない。

透視度は毎日測定。　３０ｃｍ以上である。

デカンターを被う工事により騒音は１０デシベル近く

軽減された。今後もシャター等閉めて軽減に努める。

評価（結果と今後の方向）

９３７㎥　（１．０％減）
1,927.7㎥

計　画　の　内　容



様式　４－０１ 承認 確認 作成

社長 環境管理責任者 事務局

環境方針 責任部門 基準値

（キーワード） 責任者 基準年度

製造部 1１.２　ｋＷｈ 目標

福田滋 ２００８年度

（ｋＷｈ） （ＫＬ）

業務部 12.６ L
福本隆博 ２００８年度

（L) (KL)

全部門 340.941 　337,532(kｇ-CO2）/年（目標）  337,532（kｇ-CO2）/月(目標）  334,122（kｇ-CO2）/月(目標）
稲田幸夫 (kg-CO2) 　　　対基準値　△１.0％ 　　　対基準値　△2.0％

２００８年度 　　エコドライブ運動の展開 　エコドライブ運動の展開 　エコドライブ運動の展開
　　　　運転経路の効率化 　　運転経路の効率化 　　運転経路の効率化
　　　　生産量の効率化 　　生産量の効率化 　　生産量の効率化

営業部 ５４．０ L

福本隆博 ２００８年度

（L) （ＫＬ）

製造部 ９４６ ㎥

福田滋 ２００８年度

手段

事務 目標

岸根宇多子 手段

製造部 目標

福田滋
手段

製造部 目標

福田滋
手段

340,941(kg-CO2)実績

環境目標項目
年 度 目 標  ・  達 成 手 段

2010年度(2２年度)目標 2011年度(23年度)目標

環境目標維持管理設定書２０１０・２０１１年度

作成日：　　２２　年　３　　月　21 日　 改訂日：　２２　年　３　月　21 日

10.86 kWh(目標） 10.75 kWh(目標）
1１.２ ｋＷｈ（実績） 10.40　 kwh(実績） 対基準値　△3.0％ 対基準値　△４.0％

省ｴﾈﾙｷﾞｰ

生産量当りの
電力使用量

削減

16.3　ｋＷｈ(目標） 10.98　ｋＷｈ（目標）

節電運動の展開
冷暖房温度の再設定
工場稼動の効率化

エコドライブ運動の展開
運転経路の効率化

電力使用量/製品販売量 冷暖房温度の再設定
工場稼動の効率化

冷暖房温度の再設定
工場稼動の効率化

達成
手段

節電運動の展開 節電運動の展開 節電運動の展開
冷暖房温度の再設定
工場稼動の効率化

12.35 L(目標）
１２．６　L（実績） １３．４　L　（実績） 対基準値　△1.0％ 対基準値　△２.0％

目標
12.４　L(目標） 12.47　L　（目標） 12.47 L(目標）

低燃費車に更新1台 低燃費車に更新1台

エコドライブ運動の展開 エコドライブ運動の展開
軽油使用量/廃油回収量 運転経路の効率化 運転経路の効率化

良質廃油の回収
廃棄物削減

廃油回収量当り
の産業廃棄物

削減
（廃油・スラッ

ジ）

目標
79.0　Ｌ(目標） 53.46　Ｌ（目標） 53.46 L(目標）

良質廃油の回収

排水の利用

達成
手段

良質廃油の回収 良質廃油の回収

52.92 L(目標）

５４．０  L （実績） ６０．２　L（実績） 対基準値　△1.0％ 対基準値　△2.0％

周辺美化 美化・衛生 草刈に加えて、溝掃除

専門業者による定期的検査

騒音規制 騒音緩和 常時シャッターを閉める 常時シャッターを閉める 常時シャッターを閉める

水質汚濁防
止

汚濁水流出の
防止

定期チェック
専門業者による定期的検

査（実績）

専門業者による定期的検査
自主検査毎日（透視度・臭い）

（実績）
専門業者による定期的検査

２００８年度(２０年度)実績 200９年度（２１年度）実績

エコドライブ運動の展開

972　M3(目標）

379,115.0(kg-CO2)実績

草刈に加えて、溝掃除 草刈・溝掃除継続

常時シャッターを閉める

草刈・溝掃除継続

927 ㎥(目標）

9４6 M3 　（実績）

漏水のチェック

対基準値　△1.0％ 対基準値　△2.0％

937　㎥(目標） 937 ㎥(目標）

漏水のチェック

運転経路の効率化

省資源
2,146　㎥(実績）

廃油回収量当り
の軽油使用量

削減

水資源投入量
の削減

（上水・井戸水）

争廃棄物/廃油回収量

達成
手段

目標

節水運動の展開

漏水チェック

温室効果ガ
スの削減

軽油・重油・ガソ
リン・LPGの使

用量削減 達成
手段

目標



３．2009年度　環境目標達成活動の実績 （2009年４月～2009年6月まで）

１）総エネルギー投入量、温室効果ガス排出量削減　　　

　　（１）電力の抑制 基準 １１．２　ｋＷｈ　（製品生産量　1ＫＬ当り）

　　①製品生産量当りの単位電力量の削減（効率よい生産）目標 １０．９８　ｋＷｈ　（２．０％減））

　　②室内空調は夏は２８度±１度、冬は２２度±１度とする実績 １０．３３　ｋWh 達成率 ：　１０５．７%

　　③昼休みの照明消（減灯） 今年度から基準値が変更しているが、僅かではあるが

達成できた、いい結果だと思う。

このまま効率良い生産を維持する。

　　（２）車輌燃料の効率化（軽油使用量の削減） 基準 １２．６Ｌ　（廃油回収量　1ＫＬ当り）

　　①アイドリングをせず、アクセルむらのない運転 目標 １２．４７Ｌ　（１．０％減）　

　　②社用車の効率的な配車と運行ルート 実績 １３．９３Ｌ 達成率 ：　８９．５%

今年度から基準値が変更しているが、前年度より達成

率が落ちているので回収・営業共運行経路等、効率を

上げる様に努める。

　（３）二酸化炭素の抑制 基準 28,411.8（ｋｇ－CO２）/月平均

（軽油・ガソリン・重油・LPGの使用量削減） 目標 28,127.7（ｋｇ－CO２）/月平均

　　①アイドリングをせず、アクセルむらのない運転 実績 32,222.3（ｋｇ－CO２）/月平均

　　②回収車・営業車の経路の効率化 達成率 ：　８７．３％

　　③工場の生産量効率を高める 今年から二酸化炭素抑制に取組でいるが、昨年からの

不景気によってどの部門も作業効率が悪くなってきて

いるので目標達成には難しと思うが努力をして行く。

３）産業廃棄物排出量削減 基準 ５４．０Ｌ　（廃油回収量　１ＫＬ当り）

　　①不良廃油は極力持ち込まない。 目標 ５３．４６Ｌ　（１．０％減）　

実績 ６１．２６Ｌ 達成率 ：　８７．７３%

基準値の見直しで達成出来ていないが、今後自社で

補助燃料（エマルジョン化）出来る様に努力して行く。

２）水資源投入量削減 基準 ７８．１ＫＬ/月

　　①デカンターの洗浄水は、流量・時間を最小限にする 目標

　　②こまめに節水する 実績 達成率 ：１０３．６％

　　③使用水の再利用 目標には後僅かに達成できなかった。今後もドレン

排水の再使用を続けるとともに、節水に取組む。

３）その他 ５月に草刈り実施

　　①環境に配慮した作業（騒音緩和・汚濁水流出防止） 水質検査は未実施

　　②敷地内及び周辺の環境美化につとめる。

評価（結果と今後の方向）

７７・３２ＫＬ　（１．０％減）

８１．１７ＫＬ

計　画　の　内　容



４．環境関連法規への違反、訴訟の有無

（１）適用となる主な環境関連法規

廃棄物及び清掃に関する法令、水質汚濁防止法、消防法、フロン回収・破壊法、下水道法、

家電リサイクル法、騒音規制法

（２）違反訴訟等

なかった。　過去3年間、関係機関等から違反について特に指摘はない。

また、訴訟等もなかった。

５．教育・訓練の実施
（１）法律遵守、緊急事態への準備と対応等の教育・訓練は年間スケジュールに基づき実施　

（２）技術・資格取得の支援
（現在の取得状況）

　　　　資　　　　　格 　　種　類

危険物取扱者免除 第４類乙種

酸素欠乏作業主任 第２種

６．環境関連文書及び記録の作成・整理
（１）環境への負荷の自己チェックの結果及び環境への取組みの自己チェックの結果

（２）環境目標維持管理設定書・環境活動実施計画書・実施データ

７．代表者の見直し
（１）環境システムの機能及び環境活動の活動状況から評価を行った。（実施計画書に記載）

（２）評価結果に基づいて、環境方針・環境目標・環境活動計画及び環境経営

　　　システムの見直しを行い、必要な指示を行った。　

【参　　　照】 ホームページ

　　２名

http://www.san-m.com

環境関連法規の順守状況について定期評価をした結果、法規制からの逸脱は認められ

　　９名

http://www.san-m.com/


洪水被害復旧状況 （平成２１年１０月１２日現在）
事務所 従業員詰所

通路 工場

倉庫 ローリー駐車場



工場表 工場裏 （復旧中）

従業員駐車場 （復旧中） 事務所前　（復旧中）



緊急事態（洪水被害）平成２１年８月１０日未明

被害状況
事務所 従業員詰所

倉庫内 ローリー駐車場

通路 工場内



工場表 工場裏

従業員駐車場 事務所前




